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後期高齢者医療制度の後期高齢者医療制度の
お 知 らお 知 ら せ

後期高齢者医療制度の
お 知 ら せ

●高額な外来診療を受ける方へのお知らせ
●臓器提供に関する意志表示について
●高額介護合算療養費について
●ジェネリック医薬品の利用について

　平成24年4月1日から外来診療における高額療養費の取扱が変更となり、「限度額認定証（限
度額適用・標準負担額認定証）」などを提示することで、外来診療でも窓口で一定額以上支払
う必要がなくなりました。（同一医療機関で外来診療を受けた場合に限ります）

必要な事前手続き 病院や薬局で提示するもの

「減額認定証をお持ちでない方」は、
市町村窓口で交付申請が必要です

「保険証」と「減額認定証」を提示し
てください

①非課税世帯等の方の場合

高額な外来治療を受ける方へ

　臓器提供は、病気や事故で臓器が機能しなくなった人に、他の人の健康な臓器を移植して機
能を回復される医療です。
　臓器移植に関する法律の改正により、高齢の方でも病気の方でも、保険証に臓器提供の意思
表示を行うことができるようになりました。

【電話】0120－78－1069　　【携帯から】03－3502－2071
【ホームページ】http//www.jotnw.or.jp

臓器提供に関するご質問・お問い合わせ ㈳日本臓器移植ネットワーク まで

臓器提供に関する意思表示について

～必要な手続き～

必要な事前手続き 病院や薬局で提示するもの

事前手続きはありません 「保険証」を提示してください

②非課税世帯等ではない方の場合



3

　「高額介護合算療養費」とは、医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する
制度です。
　同じ世帯の被保険者が、「病気にかかったとき」と「介護サービスを利用したとき」の１年
分の自己負担額の合計が表の基準額（限度額）を超えた場合は、超えた額が「高額介護合算療
養費」として支給されます。なお、手続きには市町村窓口への申請が必要です。

※以下の場合は支給の対象になりません。
　•後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが0円の場合
　•支給額が500円未満の場合

※１　世帯全員が住民税非課税の場合
※２　世帯全員が住民税非課税の場合であり、世帯全員の所得が０円
　　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下）、または
　　老齢福祉年金を受給している方。

《1年分の自己負担額の計算期間　8月1日～翌7月31日》

負担割合 区　　　分 自己負担限度額の合計

67万円
56万円
31万円
19万円

3　割

1　割

現役並み所得
一　　　　般

区分Ⅰ（※1）
区分Ⅱ（※1）

住　民　税
非課税世帯
住　民　税
非課税世帯

高額介護合算療養費について

■効き目・安全性・価格について
　　ジェネリック医薬品は、新薬（先発医薬品）と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基
　準を満たしていながら、新薬より3割、中には5割以上安くなるものもあります。

　　ジェネリック医薬品（後発医薬品）の処方をご希望される方は、医師や薬剤師にその旨
　を伝えるか、医療機関や薬局の受付窓口に「希望カード」を提示することによりお願いす
　ることができます。
　※ご希望の際は、必ず主治医や薬剤師に相談しましょう。
　※「希望カード」が必要な方は利尻町役場保健福祉課保健係までお問い合わせください。

■自己負担限度額表

ジェネリック医薬品の利用について

北海道後期高齢者医療広域連合
お問い合わせ先

〒060－0062 札幌市中央区南2条西14丁目  国保会館6階　
TEL 011－290－5601

利尻町役場保健福祉課保健係
各種申請・手続きは

TEL 0163－84－2345
IP告知端末　84－0117



◆
利
尻
町
職
員
の
旅
費
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

○
本
案
は
北
海
道
市
町
村
職
員
共
済
組

合
の
宿
泊
施
設
利
用
助
成
の
取
扱
い
に

関
し
、
適
正
化
を
図
る
こ
と
か
ら
、
宿

泊
料
の
実
費
支
給
等
が
検
討
さ
れ
た
と

こ
ろ
、
管
内
町
村
の
状
況
を
参
考
に
し
、

再
度
検
討
し
た
結
果
、
宿
泊
料
は
従
前

ど
お
り
の
定
額
支
給
と
し
、
島
外
の
宿

泊
料
は
現
行
か
ら
1
千
円
引
き
下
げ
た

1
泊
9
千
円
と
し
、
島
内
の
宿
泊
料
に

つ
い
て
も
現
行
か
ら
1
千
円
引
下
げ
し

た
1
泊
7
千
5
百
円
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

○
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金
の
設
置
に

つ
い
て
、
去
る
10
月
31
日
付
け
で
文
部

科
学
大
臣
よ
り
旧
新
湊
小
学
校
体
育
館

に
関
す
る
公
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助

金
等
に
関
す
る
財
産
処
分
が
承
認
さ
れ
、

承
認
に
あ
た
り
付
さ
れ
た
条
件
と
し
て

国
に
納
付
す
る
補
助
金
相
当
額
を
学
校

の
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る

目
的
の
基
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
と
さ

れ
た
た
め
、
当
該
目
的
基
金
の
設
置
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

第4回町議会定例会は12月13日招集
され、条例案、補正予算案等を審議し、
いずれも原案のとおり可決しました。
主なものは次のとおりです。

【
条
例
改
正
】

平成24年　　平成24年　　
第4回町議会定例会第4回町議会定例会
平成24年　　
第4回町議会定例会
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9,446万2,000円

840万4,000円

211万8,000円

52万3,000円

117万8,000円

985万1,000円

△  477万1,000円

△  289万5,000円

57万0,000円

31億5,498万3,000円

3億6,550万0,000円

4,187万5,000円

2億7,129万4,000円

4億6,677万7,000円

1億6,592万9,000円

4,852万9,000円

1億9,988万8,000円

2億8,495万4,000円

※△は減額です。

一般会計補正予算（第４号）

国民健康保険事業
特別会計補正予算（第２号）

介　護　保　険
特別会計補正予算（第２号）
簡　易　水　道
特別会計補正予算（第１号）
下 水 道 事 業
特別会計補正予算（第１号）

後期高齢者医療
特別会計予算補正（第１号）

漁業集落排水施設事業
特別会計補正予算（第１号）
特別養護老人ホーム
特別会計補正予算（第１号）
砕 石 事 業 会 計
補　正　予　算（第２号）

補　正　額（増減） 予　算　総　額

【各会計補正予算】
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松
村
議
員　

利
尻
島
国
保
中
央
病
院

に
、
機
能
回
復
の
た
め
の
、
リ
ハ
ビ

リ
施
設
等
を
併
設
す
る
考
え
は
な
い

の
か
、
町
長
に
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

田
島
町
長　

現
在
、
利
尻
島
国
保
中

央
病
院
の
診
療
科
目
の
中
に
は
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
標
榜
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す

る
と
す
れ
ば
、
対
応
で
き
る
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
が
、
問
題
は
リ
ハ
ビ

リ
ス
タ
ッ
フ
確
保
の
問
題
と
医
局
と

の
協
議
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
の

確
保
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
現

在
の
高
遠
院
長
と
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の

件
に
関
し
て
理
解
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
内
部
で
も
協
議
を
し

な
が
ら
、
現
在
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

に
つ
い
て
は
、
募
集
中
と
い
う
事
で

進
め
て
お
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
施
設

の
関
係
は
既
存
の
病
室
を
利
用
し
て

で
き
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
現
在
内

部
で
色
々
と
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
保
健
福
祉
課
保
健
指
導
係
で

は
、
札
幌
の
ク
ラ
ー
ク
病
院
か
ら
年

に
3
回
ほ
ど
作
業
療
法
士
の
派
遣
を

し
て
頂
い
て
、
町
内
10
名
弱
の
方
に

対
し
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
指
導
を
し
て

頂
い
た
り
、
病
院
や
特
別
養
護
老
人

施
設
の
職
員
に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
の

指
導
や
講
習
を
し
て
頂
い
た
り
し
て

い
る
と
い
う
経
過
で
あ
り
、
大
変
町

内
の
方
々
に
も
好
評
を
得
て
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
早
い
段
階
で
病
院

側
で
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
で

き
れ
ば
良
い
方
向
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

谷
議
員　

最
近
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
方
か
ら
、
冬

期
間
の
除
雪
対
策
な
ど
が
大
変
つ
ら

く
な
っ
て
来
て
い
る
事
か
ら
、
冬
期

間
だ
け
で
も
友
愛
や
希
望
の
様
な
所

に
入
れ
な
い
も
の
か
と
相
談
を
受
け

る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
友
愛
や
希
望
も
満
室
の

状
態
で
あ
る
事
や
、
施
設
の
入
所
条

件
か
ら
短
期
で
の
入
所
は
出
来
な
い

こ
と
か
ら
、
次
の
点
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

①
現
在
あ
る
各
施
設
の
増
設
を
し
、

　

条
件
も
緩
和
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の

　

要
望
に
対
応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
民
間
で
対
応
す
る
と
し
た
場
合
、

　

入
所
経
費
等
に
つ
い
て
町
か
ら
の

　

支
援
は
可
能
か
。

田
島
町
長　

①
つ
い
て
は
、
友
愛
は
、

用
地
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
埋
立

や
土
地
の
関
係
で
増
築
し
た
と
し
て

も
、
4
人
〜
5
人
の
増
員
が
限
度
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

希
望
に
つ
い
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
で
増
設
す
る
の
は
無
理

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
希
望
や
友

愛
を
建
設
し
た
当
時
は
、
高
齢
者
共

同
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
財
源
を

国
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て
建
設
で

き
ま
し
た
が
、
現
在
は
制
度
が
廃
止

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

に
こ
の
よ
う
な
施
設
に
冬
期
間
だ
け

入
居
し
た
い
方
が
い
る
と
す
れ
ば
、

何
ら
か
の
形
で
検
討
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
福
祉
課
題
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ

る
中
、
理
解
が
得
ら
れ
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
町
内
の
旅
館
・
民
宿

・
元
旅
館
で
あ
っ
た
施
設
等
を
利
用

し
て
冬
期
間
だ
け
入
所
し
て
頂
く
と

い
う
方
法
が
受
け
入
れ
れ
ば
最
善
の

方
法
で
は
な
い
の
か
と
考
え
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
希
望
や
友

愛
の
入
居
者
が
居
住
費
・
暖
房
料
・

給
食
費
・
電
気
料
等
で
合
わ
せ
て
1

ヶ
月
約
4
万
6
5
0
0
円
を
個
人
で

負
担
し
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
都
市

部
に
あ
る
民
間
の
高
齢
者
共
同
施
設

だ
と
1
ヶ
月
約
11
万
円
位
の
個
人
負

担
と
な
る
様
で
す
。
こ
の
差
額
に
対

す
る
町
の
支
援
で
す
が
、
実
際
に
民

間
が
冬
期
間
の
高
齢
者
共
同
施
設
を

運
営
し
て
く
れ
る
と
す
れ
ば
、
町
と

し
て
早
い
段
階
で
支
援
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
議
員　

現
在
所
有
し
て
い
る
町
の

公
用
車
に
つ
い
て
、
町
で
は
最
近
、

環
境
保
護
な
ど
の
観
点
か
ら
試
験
的

に
電
気
自
動
車
の
導
入
を
図
っ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
関
連
し
て
、

次
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

QA QQAA
利
尻
島
国
保
中
央
病
院
に
、
機
能
回
復

の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
等
を
併
設
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
以
前
よ
り

標
榜
し
て
お
り
、
現
在
、
病
院
側
の
理

解
も
得
ら
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

QA QQAA
高
齢
者
の
冬
期
対
策
と
し
て
友
愛
や
希
望
の
増

築
あ
る
い
は
、
入
所
条
件
を
緩
和
し
対
応
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
民
間
が
対
応
す
る
場

合
入
所
経
費
を
支
援
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

既
存
施
設
の
増
築
は
厳
し
い
が
、
民
間
で

冬
期
間
の
受
け
入
れ
を
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
の
支
援
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

2
問目

公
用
車
を
燃
費
の
良
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
や

軽
の
エ
コ
カ
ー
に
転
換
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
へ
の
転
換
は
過
渡
期
と
考
え
て
い
る

が
、平
成
20
年
度
よ
り
公
用
車
の
入
替
え
は
、現
場
で
使

用
す
る
特
殊
車
両
を
除
き
軽
自
動
車
に
転
換
し
て
い
る
。

QA QQAA



①
電
気
自
動
車
で
は
冬
期
間
の
走
行

　

に
不
安
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、

　

最
近
の
主
流
で
あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

　

ト
車
へ
の
転
換
は
考
え
ら
れ
な
い

　

か
。

②
最
近
で
は
燃
費
の
良
い
軽
の
エ
コ

　

カ
ー
が
出
て
き
て
い
る
事
か
ら
、

　

建
設
現
場
等
で
使
用
す
る
特
殊
車

　

両
を
除
き
、
軽
自
動
車
に
転
換
す

　

る
考
え
は
な
い
か
。

　

以
上
の
2
点
に
つ
い
て
、
町
長
の

見
解
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

田
島
町
長　

①
に
つ
い
て
は
、
本
年

10
月
に
軽
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
電
気
自

動
車
1
台
を
国
の
交
付
金
を
利
用
し
、

4
年
の
リ
ー
ス
契
約
で
導
入
し
ま
し

た
。
確
か
に
冬
期
間
に
お
け
る
走
行

距
離
面
で
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

災
害
時
等
に
は
、
こ
の
電
気
自
動
車

か
ら
、
一
般
家
庭
で
約
1
日
分
の
電

気
を
供
給
で
き
る
等
の
防
災
対
策
の

面
も
考
慮
し
て
試
験
的
に
導
入
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
車
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
ジ

ン
と
蓄
電
池
の
両
方
を
使
用
す
る
と

こ
ろ
か
ら
、
走
行
距
離
面
で
の
不
安

は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
現
在
の
状

況
を
考
え
る
と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車

や
電
気
自
動
車
の
進
歩
は
ま
だ
発
展

段
階
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

面
を
考
え
る
と
過
渡
期
で
は
な
い
の

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
当
町
で

は
7
台
の
軽
自
動
車
を
導
入
し
て
お

り
、
平
成
20
年
度
か
ら
建
設
現
場
等

で
使
用
す
る
特
殊
車
両
を
除
き
、
日

常
業
務
で
使
用
す
る
公
用
車
に
つ
い

て
は
、
燃
費
の
良
い
軽
自
動
車
を
導

入
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

6

当町で試験的に導入した
電気自動車

街
を
ひ
と
歩
き

街
を
ひ
と
歩
き

ま
ち
の
話
題
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！

平成25年 利尻町 成人式平成25年 利尻町 成人式【1月3日】【1月3日】

町政の主人公は
町民の皆さんです！

定例町議会は年4回
（3・6・9・12月）に開かれます。

定例町議会は年4回

議会を議会を
傍聴しましょう傍聴しましょう
議会を

傍聴しましょう
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　昨年度に引き続き、今年も『春に花咲く健康教室』を開催しています。
　今年度は全４回シリーズで、第１回目は、札幌から健康保養ネットワークのフィットネス
アドバイザー武田美智代さんをお招きし、『身体を動かすことで自分が変わる！』と題して
の講義と約１時間有酸素運動を行いました。冬場に不足しがちな運動を意識して行う方法を
教えていただき、終了後には、参加者の皆さんの顔にも汗がにじみ、とてもさわやかな表情
になりました。
　この後第２回目は『バランス食についての試食』とノルディックウォーキングの講義、第
３回目は『ノルディックウォーキングの体験』、第４回目は『効果の見かた』の講義と有酸
素運動となっています。
　今回の教室は、これから10年、20年先を見据えて今から健康的な身体を作っていただき
たいとの思いから50代の方に個別通知をさせていただきました。このような機会から運動
習慣、適切な食生活の定着のきっかけとなれば幸いです。若いうちから身体の手入れをする
ことが将来の介護予防につながります。
　また、夏にも健康教室の企画を考えておりますので、ぜひ多くの皆さんの参加をお待ちし
ています。

春に花咲く
健康教室運動教室

を開催
しまし

た

保健福祉課保健指導係
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　平成23年度日常生活圏域ニーズ調査と題して、町内にお住まいの65歳以上の方を対象にアン
ケート調査を実施しました。ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。
　調査の結果は、町内の高齢者の方々のさまざまな状況が見えてくる大変貴重なものとなりまし
た。町民の皆様にも調査結果と、そこから見えるこれからの生活のポイントを全４回シリーズで
お知らせしたいと思います。ぜひ、5年先、10年先に備えた身体づくり、健康づくり、将来への
準備を考えるきっかけとしていただけたらと思います。

1．調査の目的
　高齢者の日頃の生活の様子や健康状態、住環境、今後の暮らしや住まい、利尻町の高齢者福祉
施策等、また、これに加えて、要介護・要支援認定者に対しては、介護サービスの利用、主な介
護者の状況等について把握することを目的として実施しました。

2．調査対象者

日常生活圏域ニーズ調査結果報告
平成23年度実施

65歳～69歳
70歳～74歳
75歳～79歳
80歳～84歳
85 歳 以 上
合　　計

161
169
206
177
130
843

3．回収率
　回収率は、調査対象者の91.7％となりました。

Q. 将来島で生活していく上で不安に思うことはどんなことですか。
～アンケート結果から～

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳～84歳

85歳以上

0 50 100 150 200 250

161

169

206

177

130

1
シリーズ

お金のこと

病気のこと

寝たきりになったとき

その他

114114

280280

493493

9191

00 200200 400400 600600

多くの方が将来の不安と
して、「寝たきりになった
とき」と答えています。
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　これらの結果から、将来の生活への不安を抱えていることがわかりました。それは、お金のこと
よりも何よりも身体の事が１番の不安だったのです。でも、もう一度よく上の表をご覧ください。
介護が必要になる原因は脳卒中や認知症、骨折などであることから、普段意識して生活することで
予防できる可能性があります！予防対策として①脳卒中の原因となる高血圧や糖尿病、脂質異常症
を改善すること、②転んで骨折することがないような身体づくりをすること、③認知症を予防する
ために人とのかかわりを多く持ち、役割を持つことなど今からできることがたくさんありそうです。
　5年先、10年先にも変わらず元気な心と身体でいられるようなお手伝いができたらと思います。
「今から何とかしたい！」という方、ぜひ保健師、管理栄養士にお声をかけてください！
（次回は運動機能の状況についてお知らせする予定です）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 お問い合わせ先：保健指導係・地域包括支援センター

Q. 現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（複数回答）

Q. （介護が必要な方のみ）介護が必要になった主な原因は何ですか。

高血圧

脳卒中

心臓病

糖尿病

高脂血症

呼吸器の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気

外傷

がん

血液・免疫の病気

うつ病

認知症

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

ない

脳卒中

心臓病

がん

呼吸器の病気

関節の病気

認知症

パーキンソン病

糖尿病

視覚・聴覚障害

骨折・転倒

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

不明

高血圧が一番多く、次い
で心臓病、筋骨格の病気
となっています。

434434

4141

106106

8989

8484

3333

102102

3737

106106

99

1414

1111

99

44

44

5555

1212

157157

7878

66

22

33

11

00

44

44

33

33

44

22

44

66

00

0

0 2 4 6 8

100 200 300 400 500

介護が必要な原因は、脳
卒中が６名、次いで認知
症、パーキンソン病、骨折
が各4名となっています。
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●
作
詞
家
の
道
を
決
め
た
の
は『
君
恋
し
』の
合
唱

　

北
海
道
新
聞
（
昭
和
三
九
年

四
月
七
〜
九
日
）
か
ら
時
雨
音

羽
の
生
涯
を
引
き
続
き
探
っ
て

み
た
。

　

時
雨
音
羽
が
作
詞
家
の
道
を

決
め
た
の
は
大
正
一
四
年
『
キ

ン
グ
』
九
月
号
の
「
出
船
の
港
」、

翌
一
五
年
の
『
キ
ン
グ
』
正
月

号
に
「
鉾
を
お
さ
め
て
」
を
掲

載
し
、
中
山
晋
平
作
曲
、
テ
ナ

ー
歌
手
の
藤
原
義
江
が
歌
っ
て

大
流
行
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
思
っ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
中
山
晋
平
か

ら
「
こ
ん
ど
ビ
ク
タ
ー
と
い
う

集
に
「
樹
下
の
一
夜
」
が
入
選

し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
作
詞
者
、

脚
本
家
、
官
吏
の
道
の
ど
れ
を

選
ぶ
か
と
い
う
、
別
れ
道
に
立

た
さ
れ
た
」
。
作
詞
、
脚
本
で

名
前
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
大
蔵

省
に
居
づ
ら
く
な
っ
た
こ
と
を

感
じ
た
時
雨
音
羽
は
昭
和
三
年

に
大
蔵
省
を
辞
め
て
ビ
ク
タ
ー

に
入
社
。

　

ビ
ク
タ
ー
に
入
社
し
て
か
ら

第
一
作
「
君
恋
し
」
を
作
詞
し

た
。
翌
四
年
に
「
君
恋
し
」
作

曲
家
佐
々
紅
華
と
中
山
晋
平
と

で
京
都
・
大
阪
を
旅
し
た
。
そ

の
と
き
に
、
京
都
嵐
山
の
保
津

川
を
四
隻
の
船
に
乗
っ
て
い
た

中
学
生
が
「
君
恋
し
」
を
「
心

か
ら
楽
し
そ
う
に
歌
う
そ
の
声

が
」、「
私
に
ぐ
っ
と
せ
ま
っ
て
」

き
た
の
で
、
ビ
ク
タ
ー
に
入
社

し
て
も
脚
本
家
に
な
り
た
い
と

い
う
「
あ
や
ふ
や
な
気
持
ち
が

こ
の
時
の
「
君
恋
し
」
の
合
唱

を
聞
い
た
と
た
ん
、
は
っ
き
り

と
定
ま
っ
た
。
歌
は
こ
ん
な
に

も
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
の
だ
。
こ
の
道
に
生
き
よ
う
」

と
「
君
恋
し
」
は
作
詞
家
の
道

を
決
定
づ
け
た
と
記
し
て
い
る
。

レ
コ
ー
ド
会
社
が
発
足
す
る
が
、

僕
と
一
緒
に
入
ら
な
い
か
」
と

誘
わ
れ
た
。
入
る
べ
き
か
迷
っ

て
「
大
蔵
省
の
上
役
石
渡
荘
太

郎
さ
ん
に
相
談
し
た
ら
、
引
き

と
め
て
い
わ
く
「
レ
コ
ー
ド
な

ん
て
落
と
せ
ば
割
れ
る
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
入
っ
て
も
し
ょ
う

が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
し
か

し
、
「
脚
本
に
も
強
く
ひ
か
れ

て
い
た
」
時
雨
音
羽
は
歌
舞
伎

の
市
川
猿
之
助
ら
の
脚
本
募
集

に
応
募
。「
最
初
の
悪
魔
」
が
一

等
当
選
」。

　

さ
ら
に
文
藝
春
秋
の
脚
本
募作詞家として出発の頃の時雨作詞家として出発の頃の時雨

屋根の雪が道路に落ちるような建物には、丈夫なすべ
り止めをつけるようにしてください。

稚内開発建設部　稚内建設管理部　稚内警察署　利尻町

～ 事 故 防 止 の お 願 い ～
雪止めをつけましょう

雪が多くなる前にすべり止めの点検をおこない、早め
に修繕するようにしてください。

点検は早めに

屋根の雪、氷、つららは気温の上昇や雨が降ったとき
に落ちやすくなっています。
歩行者や子供がいないか十分確認して、早めに取り除
いてください。

雪やつららは早めに取り除きましょう

屋根から雪が落ちたときは、事故がないか確かめると
ともに、通行の支障にならないよう処理してください。

雪が落ちたらすぐ処理を

道路に雪を出すと歩行者や通行車両の迷惑となります
ので、雪は出さないようにしてください。

道路への雪出しはしないで

屋根の軒下の通行はできるだけ避け、通行するときは
十分注意してください。
小さなお子さんは、歩道で遊ばないようにしてください。

あたたかい日は注意しましょう

ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも
危険です。
付着した雪や氷を取り除くようにしてください。

看板等に付着した雪や氷も危険です

事 故 防 止 の お 願 い
屋根からの『雪や氷』は、だいじょうぶ？
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～在宅栄養士バンクのお知らせ～
　北海道稚内保健所では、バンク登録者に市町村や保健所の栄養改善や運動普及などの事業に参加い
ただき地域で健康づくりを推進するため「在宅栄養士バンク登録事業」を行っています。
　ご家庭におられる栄養士・管理栄養士の方々の登録を募集しております。
　事業の詳細については、北海道稚内保健所子ども・健康推進課保健増進係（電話 0162－33－2990）
までお問い合わせ下さい。

～栄養成分表示の店に登録しよう！活用しよう！～
◆栄養成分表示の店とは：家庭以外でとる食事にどれくらいの栄養成分があるかわかるように、メニ
　ューに栄養成分表示を行っているお店です。
◆飲食店の皆様へ：メニューの中から3品以上の表示だけで登録ができます。登録料は無料です。
◆住民の皆様へ：栄養成分表示の店に登録しているお店で栄養成分表示を活用して健康づくりを行い
　ましょう。
◆問い合わせ先：北海道稚内保健所子ども・健康推進課健康増進係（電話 0162－33－2990）まで
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私
が
沓
形
消
防
団
に
入
団
し
た

の
は
昭
和
二
六
年
。
そ
の
頃
は
今

と
違
っ
て
春
の
鰊
漁
や
冬
の
鱈
漁

な
ど
沖
合
漁
業
が
盛
ん
だ
っ
た
ん

で
、
木
造
の
建
物
が
多
く
、
特
に

加
工
場
で
は
け
っ
こ
う
火
を
使
っ

て
た
か
ら
、
火
の
始
末
の
呼
び
か

け
な
ど
を
積
極
的
に
し
て
い
た
。

　

消
防
署
が
ま
だ
で
き
あ
が
っ
て

い
な
い
と
き
は
、
今
の
不
二
商
会

が
あ
る
と
こ
ろ
に
沓
形
消
防
団
詰

所
、
消
防
番
屋
と
言
っ
て
い
た
建

物
が
あ
っ
た
。
歳
の
暮
れ
の
一
二

月
二
五
日
頃
に
な
る
と
、
消
防
団

員
が
集
ま
っ
て
歳
末
警
戒
。
夕
方

に
警
察
と
一
緒
に
番
屋
を
出
て
火

の
始
末
の
呼
び
か
け
。
加
工
場
や

鍛
冶
屋
な
ど
や
行
き
交
う
人
た
ち

へ
の
呼
び
か
け
。
し
か
し
、
年
末

に
な
る
と
ど
こ
の
家
で
も
餅
つ
き

が
あ
っ
た
か
ら
、
歳
末
警
戒
の
見

帰
れ
る
ん
だ
。

　

年
が
明
け
て
一
月
七
日
か
八
日

に
は
毎
年
消
防
団
の
出
初
め
式
が

あ
っ
た
。
私
が
消
防
団
に
入
っ
た

頃
は
出
初
め
式
で
朝
早
く
か
ら
梯

子
登
り
が
あ
っ
た
。
梯
子
登
る
人

と
梯
子
を
鳶
で
支
え
る
人
た
ち
で

街
を
ま
わ
っ
て
歩
く
ん
だ
。
鳶
で

梯
子
を
支
え
る
の
は
一
二
〜
一
三

人
ほ
ど
。
梯
子
に
丸
く
円
を
描
く

よ
う
に
上
下
に
鳶
を
か
け
た
。
梯

子
が
動
か
な
い
よ
う
に
足
下
を
し

っ
か
り
と
固
め
、
梯
子
に
登
っ
た

人
が
動
き
に
合
わ
せ
て
「
や
ー
」

と
声
を
発
す
る
と
、
鳶
を
持
っ
て

い
る
人
た
ち
も
合
わ
せ
て
「
や
ー
」

と
声
を
出
す
。
梯
子
に
登
っ
て
い

る
人
は
消
防
団
出
初
め
式
の
花
形

だ
っ
た
。
下
で
鳶
を
持
っ
て
梯
子

を
支
え
て
い
る
人
た
ち
は
、
も
し
、

ま
ん
が
い
ち
梯
子
を
登
っ
て
い
る

人
が
落
ち
て
き
た
と
き
に
身
体
で

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
ん
だ
と

思
っ
て
い
た
。

　

梯
子
登
り
は
、
水
産
業
者
や
商

店
な
ど
を
回
っ
た
。
終
わ
る
と
ご

祝
儀
。
そ
れ
は
分
団
の
大
事
な
経

費
だ
っ
た
。
梯
子
登
り
が
終
わ
る

と
消
防
団
の
出
初
め
行
進
。
梯
子

登
り
、
行
進
は
、
消
防
団
員
の
気

勢
と
士
気
を
高
め
、
消
防
団
員
の

団
結
心
を
つ
く
り
だ
す
意
義
の
あ

る
も
の
だ
っ
た
。

語
り　

金
田
幹
男
さ
ん　

昭
和
三
年

四
月
二
六
日
、
仙
法
志
マ
オ
ヤ
ニ
に

生
ま
れ
る
。
沓
形
字
緑
町
在
住
。

採
訪　

平
成
二
五
年
一
月
一
〇
日

（367）

（241）

利
尻
の
語
り語

り　

金
田
幹
男
さ
ん

出
初
め
は

　
　

団
の
団
結
心

ま
わ
り
の
途
中
で
、
い
ろ
ん
な
家

の
餅
つ
き
を
手
伝
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
歳
末
警
戒
の
見
ま
わ
り
だ

け
で
な
く
、
ま
た
、
い
つ
火
事
が

あ
っ
て
も
団
員
が
す
ぐ
出
動
で
き

る
よ
う
に
模
擬
出
動
の
訓
練
な
ど

も
あ
っ
た
。
消
防
番
屋
に
は
タ
ン

ク
車
一
台
、
ジ
ー
プ
一
台
、
小
型

ポ
ン
プ
車
一
台
が
あ
っ
た
。
夏
は

大
丈
夫
だ
け
ど
、
冬
に
な
る
と
組

合
の
水
産
倉
庫
を
借
り
て
橇
に
積

ん
で
預
け
て
も
ら
う
ん
だ
。
消
防

番
屋
の
除
雪
は
毎
日
で
き
な
い
か

ら
、
海
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水

産
倉
庫
だ
と
海
水
を
素
早
く
使
え

た
か
ら
だ
。
歳
末
警
戒
・
見
ま
わ

り
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
消
火

準
備
を
し
っ
か
り
整
え
て
お
く
こ

と
も
大
切
な
作
業
だ
っ
た
。

　

消
防
団
の
歳
末
警
戒
の
大
晦
日

に
除
夜
の
鐘
が
鳴
っ
て
か
ら
北
見

冨
士
神
社
に
初
詣
。
や
っ
と
家
に

利尻町消防団出初め式　昭和38年（1963年）1月
前列右から高杉正義、田尻忠司、田鍋芳一、高杉清、柏原明、長谷川勝美、後列右から宮澤清吉、畠山徹良、

市村正則、柳谷忠男、本間和二、林三男、難波勝、不破忠雄、工藤幸雄、田中豊造、金田幹男

消
防
番
屋
か
ら
歳
末
警
戒

出
初
め
式
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出動件数　火災0件　救急3件 （平成25年1月13日現在）

　２月上旬に消防署・利尻町社会福祉協議会合同により、ストーブ等
の防火査察の他、健康面のチェック等を行いますので、ご協力をよろ
しくお願い致します。

独居老人世帯（70歳以上）の特別査察を実施します

消防だより消防だより消防だより NO.379

「消すまでは　出ない行かない　離れない」

利尻町少年消防クラブ新年防火の集い
小学校3～6年生のクラブ員20名が参加

平成25年 利尻町消防団出初式平成25年 利尻町消防団出初式平成25年 利尻町消防団出初式
　利尻町消防団の出初式は1月7日、沓形地区を会場に
来賓33名を迎え、団員62名、少年消防クラブ員13名が
参加し厳粛に挙行されました。
　利尻町交流促進施設「どんと」で行われた式典では、
来賓の皆様よりお祝いの言葉を頂き、また、長年消防団
活動に尽力された多くの団員に表彰状が手渡されました。

　利尻町少年消防クラブ新年防火の集いは１
月14日、利尻町交流促進施設「どんと」で
消防署と利尻町食生活改善協議会の共催によ
り開催されました。
　調理実習では、慣れない手つきながらも利
尻町食生活改善協議会メンバーや、クラブ員
保護者に教わりながら調理。手作り料理に舌
鼓を打った後は、ビンゴゲームで盛り上がり、
有意義なクラブ活動となりました。

分列行進　徒歩部隊分列行進　徒歩部隊

分列行進　車両部隊分列行進　車両部隊 式　典式　典 表彰状伝達表彰状伝達




	P01
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14

